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新 し く 登録 さ れ た 農薬 (9 . 6 . 1----6 . 30) 
掲載 は， 種類名， 有効成分お よ び含有量， 商品名 (登録年月 日 ) ， 登録番号 (製造業者又 は輸入業者) ， 対象作

物 : 対象病害虫 : 使用 時期 お よ び回数な ど。 た だ し， 除草剤 に つ い て は， 適用雑草 : 使用方法 を 記載。 ( … 日 …

回 は収穫何 日 前， 何回以内散布又 は摘採何 日 前， 何回以内散布 の 略) 0 (登録番号 19658�19662 ま で の 5 件， 有
効登録件数 は 5456 件)

BPMC 粒宵l
BPMC 1 . 0% 
ミ ミ ダス (9 . 6 . 24)
19658 ( フ マ キ ラ ー)

「殺虫剤」

芝 : ミ ミ ズ の糞塚形成防止 : 糞塚形成時 2 回

「殺菌剤」
ジ メ ト モ ル フ ・ マ ン ゼ ブ水和剤
ジ メ ト モ ル ブ 12 . 0%， マ ン ゼ プ 50 . 0%
フ ェ ス テ ィ パル M 水和剤 (9 . 6 . 24)
19661 ( ロ ー ム ・ ア ン ド ・ ハ ー ス )
ばれ い し ょ : 疫病 : 14 日 3 回， き ゅ う り : ぺ と 病 : 前

日 3 日 ， 大粒種ぶ ど う (露地栽培) : ぺ と 病 : 60 日 2
回 (開花後は 1 日 ) ， 小粒種ぶ ど う (露地栽培) : ぺ と
病 : 60 日 2 回， ぶ ど う (施設栽培) : ぺ と 病 : 開花前
2 回

「除草剤J
イ マ ゾス ル フ ロ ン ・ プ ロ ジ ア ミ ン 水和剤
イ マ ゾス lレ ア ロ ン 20 . 0%， プ ロ ジ ア ミ ン水和剤 22 . 0%

.... 信.

イ ー グ ル ラ ン ナ ー フ ロ ア プル (9 . 6 . 24)
19659 (武田薬品) ， 19660 ( エ ス ・ デ ィ ー ・ エ ス )
日 本芝 : 一年生雑草 ・ 多年生広葉雑草 ・ ヒ メ ク グ ・ ハ マ

ス ゲ : 芝生育期 (雑草発生前~雑草生育初期) 3 回 :
雑草茎葉散布又 は全面土壌散布

ジ ク ワ ッ ト 液郵l
ジ ク ワ ッ ト 30 . 0%
レ グ ロ ッ ク ス (9 . 6 . 24)
19662 ( ゼ ネ カ )
ぶ ど う ・ お う と う ・ す も も ・ あ んず ・ う め ・ ぴわ ・ り ん

ご ・ な し ・ か き ・ も も ・ か ん き つ : 果樹園下草一年生
雑草 : 雑草生育期 (但 し 収穫 30 日 前 ま で) 5 回 : 雑
草茎葉散布， ばれい し ょ : 畑地一年生雑草 : 雑草生育
期 (黄変期~枯凋期， 但 し収穫 7 日 前 ま で) 2 回 : 散
布， 麦 (多株穴播栽培) : 畑地一年生雑草 : 雑草生育
期 (播種 5�10 日 前) 1 回 : 雑草茎葉散布， 桑 : 畑地
一年生雑草 : 雑草生育期 (春期発芽前又 は 夏切後) 3 
回 : 雑草茎葉散布， 公園 ・ 庭園 ・ 提 と う ・ 駐車場 ・ 宅
地 ・ の り 面等 : 一年生雑草 : 雑草生育期 3 回 : 雑草茎
葉散布， ばれい し ょ : 茎葉枯凋 : 黄変期~枯凋期 (但
し収穫 7 日 前 ま で) 2 回 : 散布

窃府富røl11l言ull

イ チ ゴ茎腐細菌病 (仮称)
1996 年 11 月 5 日 に 大分県杵築市の イ チ ゴ で， 葉お よ び葉柄部 に え そ 症状 を 示 し ， が く が褐変す る 病

害が発生 し た 。 発病株の ク ラ ウ ン お よ び果梗部 は， 髄が灰褐色~赤褐色 に 変色 し ， の ち に 腐敗消失 し て
空洞化 し ， 激 し い場合 は枯死 し た 。 し か し ， 導管部が侵 さ れな い た め ， 急激な 萎 ち ょ う 症状 を示す こ と
は な か っ た 。 各病斑部か ら は乳 白色， 円形， 周縁鈍鋸歯状で肩平な 同一形状 コ ロ ニ ー の細菌の み が分離
さ れ， 分離細菌 を イ チ ゴ の 各部位 に 接種す る と ， 圃場 と 同様な症状が再現 さ れ た 。 本病原細菌 は 周鞭毛
を有す る 短梓菌で， 細菌学的諸性質 を検討 し た 結果， Erwin勿 chηIsanthemi で あ る こ と が明 ら か と な
っ た 。 Erwinia 属細菌 に よ る イ チ ゴ の病害 は 国内外 と も に 未報告であ る た め ， 平成 9 年度 日 本植物病理
学会大会 に お い て ， r茎腐細菌病 (新称) J と し て 発表 し た 。

新 し い病害 は ， し ば し ば品種の変遷， 栽培体系 の 変化 の 中 で発生す る こ と があ り ， さ ら に 苗の移動 に
よ り 発生地域が拡大す る お そ れがあ る 。 現在の と こ ろ ， 本病害の 発生 は 1 圃場の み に 限定 さ れ， 他地域

で は 確認 さ れて い な い が， 今後他地域で も 発生が懸念 さ れ る 。 な お ， 本病害 は ク ラ ウ ン髄部の変色等か
ら ， 炭 そ 病な ど他の病害 と 混同 さ れて い る 可能性 も あ る の で， 十分な観察が必要 で あ る 。

本病害 は新 し く 確認 さ れた病害であ る こ と か ら ， 病原菌の伝染環や発病要因 な ど発生生態 に 不明 な点
が多 く ， 防除法 に つ い て も 明 ら か で は な い。 そ の た め， 今後， 他地域 で の 発生生態 を 調 査 す る と と も
に ， 伝搬経路お よ び発生生態 を 解明 し， 防除法 を確立す る 必要があ る 。

(大分県農業技術セ ン タ ー 吉松英明)
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